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令和６年２月８日
総合教育会議資料
教育部学校教育課

リーディングスキルテスト（ＲＳＴ）と全国学力･学習状況調査について

１ 全国学力･学習状況調査結果について

考 察

○ 国語も算数も昨年度より平均正答率が上昇しました。
・国語：本市の平均正答率が全国と県の平均正答率を上回りました。
・算数：全国平均が下降、県平均が横ばいとなる中、本市の平均正答率は上昇し

ました。

考 察

・国語：本市の平均正答率が全国平均と県平均を上回る上昇率となり、全国や県と
の差が縮まりました。

・数学：昨年度に引き続き、全国平均と県平均を下回り、全国や県との差が開きま
した。

・英語：前回（平成31年度）と比較し平均正答率は下降したものの、全国や県との
差は縮まる結果となりました。

【小学校】

【中学校】
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２ ＲＳＴに係る令和６年度の取組について

「継続」と「安定」 をキーワードに・・・

☛「ＲＳの視点を基にした授業改善」を柱に取組を進めてまいります。

《ＲＳＴの実施》
○ 令和６年度もＲＳＴを以下のとおり実施いたします。
［受検対象者］① 児童生徒〔小学校５・６年生、中学校１～３年生〕

② 教員〔相馬市内への人事異動者で未受検の教員〕

［実施時期］① ６月１０日（月）～７月１２日（金）

《授業改善に向けた主な取組》

～『相馬メソッド』の観点で授業に取り組む～

○ 教師がＲＳの視点で教科書を読む。 ○ 子どもが教科書をフル活用する。

○ 教師と子どもでめあての確認をする。 ○ 教師の意図が伝わる表現をする。

○ ノートに残る板書を構築する。 ○ 具体例生成や同義文生成の活動を取り入れる。

○ 意図的にアウトプットの機会をつくる。○ 文の読み方を明示的に指導する。

（１）「照応解決」、「イメージ同定」、「具体例同定（理数）」に重点をおいた授業
（２）ノートに残ることを意識した板書
（３）家庭での学習としての取組

《取組例１》 【５分間復習＋１分間予習】

《取組例２》 【ＲＳノート】…資料
○ ＲＳＴのフィードバックコメントを参考に、視写などに取り組む。

《推進中学校区での主な取組》
（１）令和６年度の推進中学校区

年 度 推進中学校区（研究推進校）

令和６年度 □向陽中学校区
〔向陽中、山上小、八幡小、中村一小、飯豊小、日立木小〕

令和７年度

令和８年度 中村第二中学校区（中村二中、中村二小）
磯部中学校区（磯部中、磯部小）

（２）推進中学校区での取組

① 推進中学校区における公開授業研究会の開催

・ 実施期日 令和６年２学期（小中別日開催）

・ 会 場 校 【案】向陽中、八幡小（２校とも講師招聘）

② 推進地区小・中連携協議会の開催（年２回）

③ ＲＳノートの取組の共通実践



学習者における学びの改善（RSノート）

RSTの５段階評価のコメントを
ノートに貼り、いつでも見ること
ができるようにしておく

日付、RSTの問題タイプ、取り
組んだ内容を書く。

資料



学習者における学びの改善（RSノート）


